
図2　フェスティバルホール（新）内観

図1　建物パース（南面外観）

建物名称
　　中之島フェスティバルタワー
建築主
　　株式会社　朝日新聞社
設計・監理
　　株式会社　日建設計
施工
　　株式会社　竹中工務店
建築場所
　　大阪市北区中之島2 丁目22
用途
　　事務所、劇場、店舗等
敷地面積
　　約8,150m2

建築面積
　　約5,700m2

延べ面積
　　約146,000m2

階数
　　地上39 階　地下3 階
高さ
　　約200m
基礎深さ
　　GL－16. 5m
工期
　　2010年 1月～2012年10月末

阿波 野 昌 幸＊

＊Masayuki AWANO

歴史と伝統のフェスティバルホール

　大阪・中之島のフェスティバルホールは、1958
年に建設され、大阪の文化・芸術の発信拠点として
長らく親しまれてきた歴史と伝統のあるホールであ
る。2700席を誇る世界有数の規模と、「天空から音
が降る」と称された優れた音響が特徴であった。50
回を数えた大阪国際フェスティバルの会場であり、
カラヤンやバーンスタインをはじめとした著名な音
楽家による数多くの名演の舞台となったが、新ホー
ルへの建替えに向けて、2008 年 12 月にその 50年
の歴史に一旦幕を閉じ、解体された。
　中之島フェスティバルタワー（図1）はこのフェ
スティバルホールを建替え、これに商業施設とオフ
ィスを組み合わせて計画された高さ200mの超高層
複合施設である。この計画によって、新ホール（図
2）は旧ホールの伝統と音響を継承しながらも、機
能性および演者や観客のアメニティを向上させた最
新のホールとして生まれ変わる。加えて、ホールま
わりや地下に商業施設、ホール上に建つ高層部に快
適で安全性に優れたオフィスを併設することで、中
之島における文化機能・中枢業務機能の充実と、新
たな賑わいの創出を図っており、周辺地域の活性化
による都市再生の推進に貢献することを目的とした
計画である。

中之島フェスティバルタワー

　中之島フェスティバルタワーの断面構成を図3に
示す。建物としては、ホールを含む8階以下の低層
階、ホール直上9階～12階の中間階、および13階
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図4　スカイロビー

図3　建物断面構成

　

のスカイロビーを挟んで14階以上の高層階、の大
きく3つの部分によって構成されている。
　新ホールは低層階のうち3階から8階に据えられ
ている。旧ホールと同等の客席数最大2700席を確
保した大規模ホールであり、旧ホールの特色であっ
た間口の広い舞台、客席から舞台までの距離が近い
空間構成を継承しつつ、高く奥行きのあるフライタ
ワーを備えるなど舞台空間を大幅に拡充して最新舞
台芸術の多様な要求に応えられる仕様となっている。
ホール下部の1、2階にはホールを含めた各施設エ
ントランスと商業施設やオフィス、地下には地下街
から連続する商業施設のほかに、駐車場や機械室な
どが計画されている。
　中間階の用途はオフィスであり、朝日新聞社の大
阪本社として使用する。その上部、13階にはスカ
イロビー（図4）と称する外部空間を存分に取り込
んだ共用ロビーがあり、さらにその上部の高層階は
主にテナントオフィスとして使用される計画である。
外観上くびれて外部空間が入り込んでいるように見
えるスカイロビーは、高層階のオフィスにアクセス
するためのエレベーターの乗り換え階であり、高い

階高と全面ガラスの外装により存分に自然光を取り
入れ、植栽が施された空中庭園と一体となった開放
感のある空間で利用者を迎える計画となっている。
高層階のオフィスは、貸室効率の高いセンターコア
形式の平面計画となっており、建物外周部から約
15mの無柱オフィス空間を確保している。

画期的な建築構造計画

　本建物の構造計画上の最大の命題は、座席数
2700 席の大ホールの上部に、センターコアの超高
層オフィスを積み上げることを、高い構造性能を確
保しながら実現する、という点である。この命題を
実現するために採用した画期的な本建物の構造計画
の特徴は次の2点である。
　・高層階の荷重をホール外周部に伝達して、ホー
　　ルの大空間を確保するための「巨大トラス」（メ
　　ガトラス）
　・ホールとオフィスとの境界に免震層を設けた「中
　　間層免震構造」
　図5に本建物の架構断面図を示す。構造形式は、
ホールを含む低層階が鉄骨鉄筋コンクリート造（S-
RC造）、オフィスとして使用する中間階と高層階
が鉄骨造（S造）であり、低層階と中間階の間のホ
ール直上部に免震層を設けた中間層免震構造を採用
している。
　S造の高層階については、敷地条件と使い勝手・
貸室効率の観点からセンターコア形式の平面計画と
なっている（図6）。構造計画としては、耐震ブレ
ースを組み込んだコア（センターコアフレーム）に
加え、縦基調の繊細な外装イメージを活かして1.8m
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図7　メガトラス・ベルトトラス概要

図6　高層基準階平面図

図5　架構断面図

間隔で 128 本のH形鋼柱を並べたベアリングウォ
ール的な外周架構（アウトチューブフレーム）で所
要剛性および耐力を確保する計画とした。コアには
地震時の応答抑制と風揺れ対策の目的で、オイルダ

ンパーを設置し、また、建物頂部には、建物全体の
曲げ変形の抑制を目的としてハットトラスを設けた。
　高層階と中間階の間、13～ 14階が本建物の最大
の特徴の一つである、巨大トラスを有する部分であ
る。この部分には、メガトラスとベルトトラスとい
う 2つの巨大トラスを設けている（図 7）。メガト
ラスは13階床から15階床までの高さ約20mを有
する巨大立体トラス構造であり、高層階コアの柱軸
力を支持し、高層階の外周部直下に姿を現す16本
の大断面柱にその荷重を流している。また、ベルト
トラスは14階の外周部に帯状に設けた平面トラス
であり、高層階外周部に立つ128本の柱軸力を前述
の16本の柱に集約する働きを担っている。従って、
関係者間で「大臣柱」と称しているこの16本の大
断面柱は、13階以上の荷重を全て支持する柱とな
っており、メガトラスとベルトトラスにより高層階
の荷重を全て大臣柱に流すことで、低層階のホール
大空間を実現しているのである。
　中間階と低層階の間に設けたのが、本建物のもう
一つの特徴の中間免震層である。大地震後も構造体
の被害を軽微とし主要機能を確保することを目標と
し、低層部がホール、高層部がオフィスという用途
の違い、それぞれの構造特性の違いを勘案し、両者
の間に免震層を設ける中間層免震構造を採用した。
　免震装置としては鉛プラグ入り積層ゴムアイソレ
ーター（LRB）を採用し、エネルギー吸収要素とし
て、オイルダンパーを併用している。なお、本建物
の免震層は低層階のホール直上にあるため、舞台上
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図8　ホール階(5F)平面図

部のフライタワーと呼ばれる部分が2層分高い段違
い免震層となっている。
　免震層以下の低層部（図8）については、ホール
の遮音性に配慮してSRC造とし、十分な量の耐震
壁で地震力に抵抗する計画とした。ホール外部に配
された、高層部の大部分の重量を支持する16本の
大臣柱は、低層部では断面 3.0m × 1.5m の巨大
SRC柱となっている。
　基礎は上部鋼管巻きの場所打ちコンクリート杭基
礎であり、支持層は最も深いところで地表から約
86mの第三洪積砂礫層とした。高い支持力が求め
られる杭については、杭先端部に加え、中間部にも
拡径部を有する多段拡径杭を採用した。

おわりに

　中之島フェスティバルタワーは2012年 10月末の
竣工に向けて、現在も工事中である。高層階の荷重
をホール外周部に伝達し、ホールの大空間を確保す
るための「巨大トラス（メガトラス）」、ホールとオ
フィスとの境界層に設けた「中間層免震構造」の採
用という画期的な構造計画が、大ホールと超高層オ
フィスビルを融合させ耐震性能の高い超高層ビルへ
の挑戦といった夢をものの見事に実現させた。この
ような斬新かつ画期的なアイデアによる超高層建築
物の完成に向けた一歩一歩のステップは、施主、設
計者をはじめ、監理者、施工者、現場・工場での製
作者等の誠意と努力と情熱に支えられている。来年
春のフェスティバルホールの柿落しに奏でられる曲
は本建物の完成を目指した人々の夢が叶った喜びの
ハーモニーとなるのではないだろうか。
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図9　メガトラス工事状況


